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事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

01

ユニバーサルデ

ザインガイドラ

イン等の検討・

作成

区、区民、地域活動団

体、事業者が配慮すべ

きユニバーサルデザイ

ンの項目を検討し、ガ

イドラインとしてまと

め、周知を図ります。

また、常に見直しを図

り、最新情報に更新し

ます。

障がい者

福祉課

ガイドラインの配付・改訂

普及啓発冊子の配付(2,000部)・活用

02

MOTENASHIプ

ロジェクトの推

進

東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競

技大会に向け、交流人

口の増加を図る諸施策

を効果的に推進すると

ともに、訪日外国人を

板橋区に迎える体制を

整備するため、施策の

推進を支える区の職員

の意識・能力の向上を

図ります。

また、「もてなしの

心」を広く区内に波及

させるため、区民との

協働や区内大学との連

携を進めていくほか、

関連する諸施策とも連

携を図り、より一層の

効果を生み出します。

人事課

【ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】

①MOTENASHI研修Ⅰ(新規採用者)

　1日×4回、145名受講

②MOTENASHI研修Ⅱ(係長級職員)

　半日×4回、146名受講

③大東文化大学連携講座｢板橋の魅力

　を伝える もてなし英語(中級)｣

　8日間×2講座、38名受講

【魅力再発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】

④東京家政大学・淑徳大学連携事業

　「共創マイスター養成講座」

　10日間、30名受講

⑤情報発信力向上研修

　半日×2回、25名受講

【ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ発想育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ】

⑥クリエイティブ発想力向上研修

　2日間×3回、94名受講
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事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

03

オリンピック・

パラリンピック

教育の推進

東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競

技大会開催を踏まえ、

世界に広がる多様な価

値について、スポ－ツ

を通じて学ぶことがで

きるオリンピック・パ

ラリンピック教育を推

進します。

指導室

オリンピック・パラリンピック教育

推進重点校10校指定

オリンピック・パラリンピック教育

理解啓発リーフレット作成

04

ユニバーサルデ

ザイン研修の実

施

区の職員に対し、接遇

や特性の理解などソフ

ト面に加え、設計や管

理運営などハード面の

視点を取り入れたユニ

バーサルデザインの研

修を行い、意識向上を

図ります。

障がい者

福祉課

指定管理担当者対象研修(１回)44人

技術職員対象研修(１回)29人

18

屋外案内標識デ

ザインガイドラ

インの策定

区が設置する屋外案内

標識について、表示内

容やデザイン、設置方

法等に関する統一的な

ルールとして、屋外案

内標識デザインガイド

ラインを策定します。

都市計画

課
デザインガイドラインの策定

19
福祉避難所の整

備

福祉避難所として指定

している施設につい

て、要配慮者の避難に

備え各施設との災害時

協定締結や必要な物資

の配備及び運営体制の

構築を図ります。

地域防災

支援課

①新規施設整備

　１施設

②備蓄物資整備

　13施設（新規１、既存12）

③開設・運営訓練

　３施設
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事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

20
自転車利用ルー

ル推進

放置自転車問題を広く

区民に訴えるため、特

に放置自転車の多い駅

周辺で町会、商店会、

鉄道事業者、警察、区

などが協働して、マ

ナー向上のキャンペー

ン活動を行います。

交通安全

課

大山駅、蓮根駅、成増駅、高島平駅

を選定し、実施

21
おでかけマップ

の管理・運営

高齢者、子育て世代、

外国人、障がい者など

を対象に、赤ちゃんの

駅やだれでもトイレの

情報などを掲載した

「おでかけマップ（冊

子版及びインターネッ

ト版）」を管理・運営

し冊子を配布すること

で、すべての人の社会

参加を促します。

障がい者

福祉課

施設改修に伴う設備追加や赤ちゃん

の駅追加などに伴う更新（47か所）

改訂に向けた検討・準備

22

コミュニケー

ション支援機器

等の活用

障がい者や外国人な

ど、すべての人とコ

ミュニケーションを行

うため、区で保有する

音声同時翻訳ソフト等

のコミュニケーション

支援機器等を活用し、

すべての人が社会参加

できる環境を整備しま

す。

障がい者

福祉課

支援機器を活用した支援の実施

（３部署）

課題の抽出・整理
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事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

51

東板橋体育館周

辺スポーツ施設

整備

老朽化が進んでいる東

板橋体育館の再整備を

行うとともに、植村冒

険館を複合化します。

併せて東板橋庭球場に

ついても改修を行い、

地域において生涯ス

ポーツを楽しめる場所

の提供とスポーツによ

る健康づくりを支援し

ます。

スポーツ

振興課

東板橋体育館改修設計・経費算定

東板橋庭球場改修

52
小豆沢スポーツ

施設整備

小豆沢公園内のスポー

ツ施設を計画的に改

修・更新し、地域にお

いて生涯スポーツを楽

しめる場所の提供とス

ポーツによる健康づく

りを支援します。

スポーツ

振興課

小豆沢体育館プール棟工事完了・開

設

旧武道場解体工事及び一体整備工事

着手

53
公園のユニバー

サルデザイン化

ユニバーサルデザイン

に基づいた公園・緑地

等の改修を進めます。

みどりと

公園課

改修工事　２か所

(完了１か所：大谷口児童遊園）

54
中央図書館の改

築

ユニバーサルデザイン

の考え方に沿って中央

図書館を改築すること

により、幅広い年齢層

の方や障がい者など、

だれもが利用しやすい

施設として整備しま

す。

中央図書

館

設計（基本・実施設計：2年目）

工事

55

内方線付き点状

ブロック整備支

援

視覚障がい者の安全を

確保するため、鉄道駅

ホームへの内方線付き

点状ブロック設置費を

助成し、駅のユニバー

サルデザイン化を推進

します。

障がい者

福祉課

平成29年度をもって対象の駅すべて

整備されたため、実績なし

4



事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

56
自転車駐車場の

整備

駅周辺における自転車

等の放置状態を解消す

るため、自転車駐車場

を整備及び改修し、通

行の安全とまちの景観

の向上を進めます。

交通安全

課

設計・整備・改修　３か所

新高島平駅北自転車駐車場

板橋区役所前駅西自転車駐車場

小竹向原駅南自転車駐車場

57
駅エレベーター

の設置誘導

鉄道駅のエレベーター

設置に対し助成を行

い、駅のユニバーサル

デザイン化を推進しま

す。

障がい者

福祉課
整備駅の検討

58

ユニバーサルデ

ザインチェック

の実施

区公共施設の改修時等

に、その建築物がユニ

バーサルデザインの考

え方に適合しているか

などを確認することに

より、検討、評価、改

善を切れ目なく実行

し、好循環（スパイラ

ルアップ）を生み出し

ます。

障がい者

福祉課

以下施設の基本設計段階において実

施（６施設）

【新築・改築】

(仮称)区立子ども家庭総合支援ｾﾝﾀｰ

(仮称)区営坂下一丁目住宅

区立赤塚植物園管理舎

【大規模改修】

区立東板橋体育館

区立舟渡小学校

区立紅梅小学校

チェック項目の点検

59

ユニバーサルデ

ザインアドバイ

ザーの設置・活

用

施設のユニバーサルデ

ザインに係る助言・指

導を担う学識経験者又

は専門家を設置し、活

用します。

障がい者

福祉課

アドバイザーの設置（12月）

活用（６回）
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事業

番号
事業名 内容 担当課 平成30年度実績

78

会議・イベント

等に参加できる

環境整備の検討

だれもが区の会議やイ

ベント等に参加できる

よう、現在区が実施し

ている乳幼児や障がい

者の一時預かり制度と

ともに、情報のユニ

バーサルデザイン化な

どの視点も含めた新た

な手法について検討

し、実施します。

障がい者

福祉課

「板橋区ユニバーサルデザインガイ

ドライン」へ第３章「事業等におけ

るユニバーサルデザイン」を追加

79

ユニバーサルデ

ザイン推進調整

会議の設置・活

用

区の職員で構成するユ

ニバーサルデザイン推

進調整会議を設置し、

区の施設のうち、改

築、改修等を行う施設

がユニバーサルデザイ

ンの考え方を踏まえた

ものであるかをチェッ

クします。

都市計画

課

会議の実施（６施設）

※施設については№58参照

80

板橋区ユニバー

サルデザイン賞

の検討・実施

ユニバーサルデザイン

に配慮した製品につい

て審査し、優れた製品

に対して表彰を行いま

す。

産業振興

課・産業

振興公社

製品技術大賞において募集

（表彰はなし）

81

アーバンデザイ

ンセンター高島

平の運営

民・学・公が連携した

アーバンデザインセン

ター高島平

（UDCTak）による活

動をスタートさせ、多

様な主体が連携して知

恵と工夫を生み出し、

高島平が健康でくらし

やすいまちの全国モデ

ルとなることをめざし

ていきます。

高島平グ

ランドデ

ザイン担

当課

デザインスクールの実施

ニュースの発行

社会・実証実験の実施

高島平50周年記念事業
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